
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

   

 



 

 

 
 

 
 
 

	 
●	 本法人は、皆様方からご納入頂きました会費で運営されております。常々、ご協力有難うございます。	 
未納の方は、早目の納入にご協力をお願い致します。	 	 
	 

（郵便局）ゆうちょ口座：００８９０-１-１０６３４６	 	 NPOアーツ	 プラネット	 プラン	 フローム	 イガ	 	 
	 
（他行）	 ゆうちょ銀行	 金融機関コード	 ９９００	 	 店番	 ０８９	 	 店名	 〇八九店（ゼロハチキユウ店）	 

	 	 	 	 	 	 	 当座	 ０１０６３４６	 	 アーツプラネツトプランフロームイガ	 

	 事務局からのお願い！	 

	 研修旅行「備前焼・閑谷学校・奈義町現代美術館・西粟倉村の旅」の報告	 

12月3日（土）〜	 4日（日）の日程で岡山県備前・西粟倉・奈義方面へ、会員

7名、一般4名、計11 名の参加で3台の車に分乗して行きました。最初に着いた

のは三百年以上前にできた「庶民のための学校」閑谷（しずたに）学校、大陸的な

様式の建築や特徴的な丸みのある周囲の石垣など、美しくも興味深い造形のもので

した。その後、備前焼の窯元と備前焼ミュージアムを訪れ、素朴で味のある備前焼

を、焼肌の景色の違いと共に価格の違いも鑑賞して回りました。	 

宿泊は国民宿舎あわくら荘、会席料理をはじめ、山賊鍋、カニ鍋と各々が食べた

い料理を、地酒と共に賑やかに美味しく頂くことができました。	 

翌日は、「百年の森構想」を実践している西粟倉村で、家具のショールームや木

工の工房などを訪問させてもらい、移住者が全住民（約1600人）の1割にも上る

ということなど、前向きな良い話も聞けました。移住希望者に借家を斡旋したり、

オープンに迎え入れる西粟倉村の行政と共に、住民たちの懐の深さがある様に思え

ました。過疎化が進む日本の多くの中山間部にとっては、とても羨ましい村かもし

れません。	 

帰路は、常設の立体作品と建築とが一体となった奈義町現代美術館に立ち寄り帰

りました。最後は雨の中、中国自動車での渋滞に会いましたが、なんとか夕方に大

阪着、皆さん、お疲れ様でした。次回もご一緒しましょう。	 （記事担当：石津	 勝）	 

写真上段：あわくら荘前で集合写真	 下段：家具のショールームに続く景色の良い山道	 

法人のワークショップとして、第３回「いがぶら（	  伊賀ぶらり体験博覧会	   ）」
に初めてエントリーしました。プログラム 41番、タイトルは「本格穴窯焼成で作
陶を楽しもう！」、キャッチフレーズは「作陶三昧と蕎麦打ち名人の手打ち蕎麦

に舌鼓を打ちませんか？」でした。11月20日（日）に開催し、７名の参加があり
ました。	  
	  	  	  森田代表による法人の紹介と穴窯焼成の説明の後、「粘土カフェ」のメンバ
ーが講師として技術指導にあたり、一日ゆっくりと自由に作陶していただきま

した。手ロクロを使った手ひねりや紐作り、タタラ作り、電動ロクロをする方も

あり、皿・鉢・花入れなど 19点の作品が出来上がりました。お昼は、会員手作
りの手打ち蕎麦と揚げたての天ぷらを味わっていただきました。「穴窯でどの

ように焼き上がるか楽しみ」「今までしてみたかった陶芸を初めて体験できた」

「伊賀にこのような活動をしている所があることを今まで知らなかった」という

感想をいただきました。この度の取り組みを通して、法人活動の輪が広がると

嬉しいです。	  

	 いよいよ	 第 8 回「穴窯焼成」が始まる	 

10月16日(日)、11月19日(土）、第８回「穴窯焼成」の作品の持ち込み日でした。41名2団体の作品	 379点が集まりま
した。内訳は、粘土カフェメンバー（11名）252点、その他の法人会員（3名）10点、一般（17名2団体）82点、中学生（１
名）1点、学生（	 3名）15点、また「いがぶら」参加者の作品もご一緒に焼成します。	 
両日の参加者は、のべ17名、穴窯の扉づくり、薪ストーブの薪割り、アトリエ周辺の草刈りなども行いました。集金しま
した焼成費で、窯の扉と、扉を支える枠を新調することができ、備品の補充をしています。このニュースが届く頃には、窯
詰めは終了しています。12月21日からは、いよいよ窯焚きです！	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （「粘土カフェ」担当：田上	 早百合）	 

 

 

	 いがぶら「本格穴窯焼成で陶芸を楽しもう！」	 

 

 




